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論文内容要旨
 精のうに対する巨視的・形態学的検査法としては,これまで直腸内触診法および粘のう造影法
 が用いられてきた。しかし,前者は必ずしもすべての症例に触知可能でなく,それにもまして,
 客観性に乏しいという大きな欠点を持っていた。また後者は,経精管法・経射精管法ともに特殊
 な手技が必要であり,かつ精のうの内腔のみしか表現できないという欠点を持っていた。これに
 対して私は,被検者になんら苦痛を与えず,くり返し施行できる経直腸的超音波断層法を用いて,
 生体内における精のうの体積(一部は射精前後の変化も)を,生理的な条件下で測定し,興味あ
 る知見を得た。
 超音波断層法としては,私達の教室ですでに切石位での経直腸的走査法が考案されていたが,
 操作の簡便化と,再現性の改善のために,特殊なイスを用いた坐位による走査法を考案し,さら
 に改良を加えた専用装置を用いた。探触手は,発振周波数2.25MHz,3.5MHzおよび5,0
 MHzのものを比較検討した結果,分解能と組織透過性の両方を満足させうるものとして,3.5
 MHzのものを用いることとした。
 精のうおよび前立腺の体積は,5㎜おきに得られた断層像より各臓器の面積を計測し,それら
 の和に,各断面間の距離(5m)を乗じることによって求めた。この方法を用いた場合の理論上
 の誤差は,水中音速と組織内音速との差によって生ずる誤差(3%以内)と,立体を上記の様に
 模式化して考えることによって生ずる誤差(L8%以内)とを考慮に入れても,5%以内におさ
 まるものと考えられる。
 対象としては,正常若年令者(40才以下)12例(平均31土5才),正常高年令者10例
 (平均51±4才),男子不妊症患者12例(平均30±4才),クラインフェルター症候群患
 者8例(平均33土17才),前立腺肥大症患者10例(71±7才),そして前立腺癌患者10
 例(平均70±10才)を用いた。
 その結果を,まず精のう体積についてみると,①正常若年令者の精のう体積(28.8±10.5
 磁)は,正常高年令者の精のう体積(15.2±4.1諺)より,有意に(P<O,005)大きかっ
 た。②男子不妊症患者の精のう体積は,19.3土7.8認で,正常若年令者のそれより有意に(P
 <0.025)小さかった。③クラインフェルター症候群患者の精のう体積は3.2土4.1諺で,正
 常若年令者のそれとくらべると,やはり有意に(P<0.005)小さかった。④前立腺肥大症患
 者の精のう体積は,9.1±3.3認で,正常高年令者群のそれと比較して有意に(P〈0.005)
 小さかった。⑤前立腺癌患者の精のう体積は7.8±2.4諺で,正常高年令者のそれとくらべると
 やはり有意に(P<O,005)小さかった。精のう上皮細胞の発育状況や,精のう重量が,性機
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 能と相関関係を持つことは,実験動物ではよく知られているところであり,上記の結果より,こ
 のような関係は,人間にも同様にあてはめて考えうるものと思われる。したがって,超音波断層
 法を用いた生体内での精のうの大きさ計測は,男性ホルモンの低下ないしは欠乏を来たす疾患に
 対するホルモン療法の効果判定等に,有効な手段となりうるものと考えられる。また,前立腺肥
 大症および前立腺癌症例では,肥大した腺腫あるいは,癌の壁外浸潤も,精のうの大きさをカ1髭少
 させている一因になっているものと考えられる。
 つぎに,正常若年令者に対して,射精前後の精のう体積を測定したところ,全例に射精後楯の
 う体積の減少をみとめた(平均18%の滅小)。これは,精のう壁を構成する筋層の収縮による
 ものと考えられるが,この方法は,今後生理的な条件下での精のう機能の解明に大きなカとなる
 ものと考えられ,さらに男子不妊症や射精障害の患者を対照として施行した場合には,機能的な
 病因を解明する糸口ともなりうるものと考えられる。
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 審査結果の要旨
 精のうは,前立腺と共に男性の副性器として最大のものであるが,ほ乳類の種によっては非常
 に大きなものから無いものまでみられるため,実験動物よりえられた知見をそのま、ヒトに当て
 はめて考えるわけにはいかない。一方,従来精のうの客観的観察法として臨床的には唯一のもの
 である精のう造影法は,精のうの内腔のみしか描出できず,また精管の一部を露出するという非
 生理的条件下での検査であり,更に施行後精管閉塞による不妊症を招来する恐れもあるため,繰
 り返し施行しうる検査法ではない。結局精のうは,泌尿器科領域における未知の分野として取り
 残されている感じが強かった。
 著者は,東北大学泌尿器科学教室で開発された経直腸的超音波断層法を改良して再現性を更に
 高いものとし,生理的条件下における生体内での精のうの状態を観察して検討を加えている。
 その成績についてみると,正常成人では,若年令者(40才以下,平均31才)の方が,高年
 令者(41才以上,平均51才)に比べ精のう体積が有意に大きく(P<0.005),男子不妊症
 患者(平均30才)では正常若年令者に比べ有意に小さい(P<o.025)。染色体異常により先
 天的に性器奇形を有するクラインフェルター症候群患者(平均33才)でも,正常若年令者に比
 べ精のう体積が有意に小さく(P<0,005),更に前立腺肥大症患者(平均71才)および前立
 腺癌患者(平均70才)の両者では,正常高年令者に比べ精のう体積が有意に小さい(P<O,OO5)
 という結果がえられている。実験動物レベルでは,性機能の状態と精のう体積との間には密接な
 相関関係のあることが知られているが,ヒトにおいてもこの両者の間に密接な関係の存在するこ
 とを見いだした最初の報告として,本論文の意義は大きいと考えられる。
 つぎに著者は,正常若年令者の射精前後の精のう体積を測定し,全例において射精後精のう体
 積の減少することを観察している。精のう壁は筋層を有することから,射精時には収縮するであ
 ろうことはだれしも想像するところであるが,これまでにこのことを客観的に証明することは不
 可能であった。著者の成績は,生体内において射精時に精のうの収縮が実際に起っていることを
 示唆するものとして,意義深いものと考えられる。
 以上の如く本論文は,これまで生体内における精のうの状態や動きを生理的条件下で観察しえ
 なかったが,このことを可能にすると共に客観的に繰り返し描出しうる方法を確立したこと,ま
 たこの方法の臨床的応用として,例えば男性性機能低下症例に対するホルモン療法の効果を,経
 時的に検討しうる可能性を明らかにしえたことなどより,独創的な研究であると評価しうる。し
 たがって本論文は,十分に学位を授与するに価するものと考えられた。
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